
何かを行うときには「きまり」が必要であり、決まりを作る（書く）ことの難しさを知る。 

教案番号 14 対 象 中学生 

分 野 法理 タイトル 留学生選手出場枠 

時 間 3 人で 50 分前後 6 人で休憩を入れて 70 分前後 

指導概要 

駅伝で見た外国人選手を含めたチーム編成に対する直感的感想をすぐに受け入れ

ず、一度立ち止まり、身近な問題などと重ね合わせて考える。出場資格を深く掘

り下げていくことで、何かを実施するときは「きまり」が必要であり、きまりを

作ることがいかに難しいかを実際に「書く」ことをもって体験する。法治国家で

は禁止するにはそれなりの法的根拠が必要であり、それが整備されていないと 

コロナで十分な対策が実行できないことを実感した 2020 年～であった。 

【１】授業の流れ 

具体的活動内容 教材・教具 

１．問題把握 

 高校生の駅伝を見たある生徒の「あの学校は外国人ランナーを使ってい

てずるい。日本人選手だけにすべきだ。」との主張について 

  ①主張を読んですぐに、同意するかどうかを尋ねる。 

  ②二者択一は無理という意見が出るが、なぜ、無理だと思うか 

   考えを深めさせるためにも「択一」を迫ってみる。 

  ③まず、自分なりに留学生の出場資格について規定を書かせてみる。 

 

プリント１ 

２．課題深化 

 指導者の問いに従って自分で書いた規定の不十分な点を理解していく。 

①留学生と日本で暮らす外国人生徒との違い。 

②留学目的によって区別すべきか。 

③日本滞在期間で区別すべきか。 

④上記以外に考慮すべきことはないか。（出場人数など） 

 

プリント２ 

３．大会規定の作成 

 １で作成した規定の不十分な点を補った大会規定を作る。 

 合わせて法律の条文のような書き方に触れさせる。 

  ①出場資格等 

  ②出場人数等 

  ③出走区間等 

プリント３ 

 

４．参考（箱根駅伝の外国人選手出場枠） 

①日本に 1 年以上滞在する者は出場可。また、本国から日本の関東陸連に

登録してよいという証明があれば滞在期間を問わず出場可。②エントリー

は 2 名・出場は 1 名の制限あり。③年齢制限なし。（2021 年現在最高齢記

録は 30 歳で入学し、その年度に出場した東京国際大学の渡辺和也選手。） 

④疾走区間の制限なし。⑤出場 4 回まで。 

 

【２】次ページより教材例を提示 （指導者用に続き、子ども用を掲載） 

  



 

 

 

１ 次の対話を読んで後の問いに答えなさい。 

太郎：きのう、高校駅伝を見たんだけど、優勝した高校は外国

人留学生がたくさん出ていて、それがまた、速いのなん

のって。 

１０人中、６人もいたんだ。 

ずるくない？ 

花子：そんなこと言ったら、うちの学校にも外国の生徒が何人

もいるわ。あの子たちは運動会に出ちゃいけないの？ 

太郎：運動会はいいけど、大会はなあ…。 

花子：運動会も大会も同じことよ。 

（１）太郎の意見を聞いて、あなたはどう思いますか。 

どちらか近い意見を選びましょう。 

ア. 外国人留学生を大会に出すのは賛成できない。 

イ. その学校に在籍
ざいせき

していれば外国人留学生を大会に出し

てもよい。 

（２）外国人留学生が出場するための条件を書いてみましょう。 

発信力UP教室 
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（３）みなさんは、ア・イどちらの意見にも完全に同意できなかったので

はないでしょうか。自分で書いた条件で十分か、これからいくつか問題

を考えてみましょう。 

★このページは生徒用ではない。生徒用には質問が書かれていないので、

指導者が以下の質問を口頭で伝える。 

 ①留学生と日本で暮らす外国の生徒と同じに考えてよいか。 

 

 ②日本文化を勉強しに来た留学生なら出場させてよいか。 

 

 

 

③仮に、留学生を大会出場させてもよいとして、半年前に来日したＡ君

と、２年前に来日したＢ君とを同じに考えてよいか。 

 

 

 

④留学生の出場資格として、他に定めることはないか。 

 

 

おそらく、留学生は大会に出場してはいけない、定住する外国人生徒はよいと答えるはず。 

単に「外国人」と捉えると実情と合わないことを知らせる。 

たまたま日本文化の勉強のために留学してきた生徒が俊足であった場合も、単に留学生だから

と言って出場を認めないのか。そもそもランニングを学びに来るのと日本文化を学びにくるの

では「留学」に違いはあるのか…などが問題になると思われる。 

留学生がその生徒の母語の「外国語スピーチ大会」に出場するのはどうかと問題視する生徒が

いたら面白い。母語力は本人の努力とはあまり関係ないが、走力は国籍とは関係なく努力と  

深く関わるので区別して考えなくてはいけないことに気づかせる。 

留学生の出場資格を決めていく問題。まず、日本滞在期間を考えさせる。 

毎日新聞の記事によれば、全国高校駅伝では、日本人も留学生も転校後 6 か月未満の生徒はやむ

を得ない事情を除き原則として出場が認められないとのこと。人数制限もあり、2 人エントリー

して出場できるのは 1 人だけ。しかも、1 区は走ってはいけない。1 区で圧倒的な強さを見せつ

けてはテレビ放送の視聴者が、1 区で見るのを止めてしまうからかと思ったが、1 区は 10ｋｍと

長く一気に差を広げてそのまま優勝するケースが問題になったからだと言われる（Wikipedia）。 

ちなみに、大会出場後、すぐに帰国するなどの、帰国時期に関する規定は見つからなかった。 

特に考え付かなかったら、「全区間を留学生が走るのはどうか。」と尋ねる。 

全国高校駅伝では前期のように①エントリー2 人、出場 1 人という規定と、②1 区は走れないと

いう規定があるが、生徒はそこまで思いつかないはずなので、ここでは「出場人数」だけで考え

る。ちなみに高校総体（インターハイ）の競技では 1 チームのエントリー数の 20％までと規定

されているそうだ（毎日新聞）。 



２ あなたなら、高校駅伝の外国人留学生出場についてどのように

決めますか。自分なりの「大会規定」を作りましょう。 

  【書き方】 

（１）出場資格等 

大会に出場できる留学生は次のとおりとする。 

① 

② 

その理由は～ 

（２）出場人数等 

大会に出場できる留学生は次のとおりとする。 

  ① 

  ② 

  その理由は～ 

（３）出走区間等 

    留学生が走ることができる区間は次のとおりとする。 

    ① 

    その理由は～ 

 

 

 

一切出場を認めないという意見も出されるかもしれない。

その意見も否定せず、理由をしっかり書かせる。 

一切制限なしという意見も出されるかもしれない。 

その意見も否定せず、理由をしっかり書かせる。 

実際、宣言に関しては、国際化に反する、差別だという  

批判もある。 

早く書けた子には、日本人に置き換えて考えられる問題について、別紙で考えを書かせてもよい。 

【例】①日本人の生徒で記録保持者を他校から引き抜いてきて参加させるのはどうか。 

②実力のある社会人選手を「高校生」として入学させたら優勝できるのではないか。 

③実力のある生徒・留学生を留年させて 10 年ぐらい出場させ続けるのはどうか。 

大会規定では、①日本人生徒も転校後 6 か月以内は出場できない。②19 歳の上限年齢制限。③同一

学年では 1 回だけとなっている。 



 

 

 

１ 次の対話を読んで後の問いに答えなさい。 

太郎：きのう、高校駅伝を見たんだけど、優勝した高校は外国

人留学生がたくさん出ていて、それがまた、速いのなん

のって。 

１０人中、６人もいたんだ。 

ずるくない？ 

花子：そんなこと言ったら、うちの学校にも外国の生徒が何人

もいるわ。あの子たちは運動会に出ちゃいけないの？ 

太郎：運動会はいいけど、大会はなあ…。 

花子：運動会も大会も同じことよ。 

（１）太郎の意見を聞いて、あなたはどう思いますか。 

どちらか近い意見を選びましょう。 

ア. 外国人留学生を大会に出すのは賛成できない。 

イ. その学校に在籍
ざいせき

していれば外国人留学生を大会に出し

てもよい。 

（２）外国人留学生が出場するための条件を書いてみましょう。 
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（３）みなさんは、ア・イどちらの意見にも完全に同意できな  

かったのではないでしょうか。自分で書いた条件で十分か、

これからいくつか問題を考えてみましょう。 

 ①留学生と日本で暮らす外国の生徒との問題 

 

 

 ②留学目的の問題 

 

 

 

③時期・期間の問題 

 

 

 

④その他 

 

 



２ あなたなら、高校駅伝の外国人留学生出場についてどのように

決めますか。自分なりの「大会規定」を作りましょう。 

  【書き方】 

（１）出場資格等 

大会に出場できる留学生は次のとおりとする。 

① 

② 

その理由は～ 

（２）出場人数等 

大会に出場できる留学生は次のとおりとする。 

  ① 

  ② 

  その理由は～ 

（３）出走区間等 

    留学生が走ることができる区間は次のとおりとする。 

    ① 

    その理由は～ 

 


